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み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。第

三
分
科
会

　
「
自
治
労
共
済
の
推
進
」

を
取
り
上
げ
た
第
三
分
科
会

の
中
で
は
、
自
治
労
共
済
推

進
本
部
・
久
知
良
誠
二
事
業

推
進
部
次
長
か
ら
福
島
県
本

部
の
現
状
も
踏
ま
え
た
基
調

提
起
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

須
賀
川
市
職
労
・
中
村
裕
輔

副
委
員
長
、
い
わ
き
市
職
連

合
・
中
野
寿
一
書
記
次
長
か

ら
単
組
の
取
り
組
み
報
告
を

受
け
た
。

　

福
島
県
本
部
と
し
て
は
団

体
生
命
共
済
加
入
率
80
％
の

目
標
が
視
野
に
入
る
中
で
、

一
層
の
加
入
推
進
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

県
本
部
は
、
１
月
12
日
～

13
日
の
日
程
で
、
郡
山
市
熱

海
町
「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
で

２
０
２
４
春
闘
討
論
集
会
を

開
催
し
た
。
こ
の
中
で
、
県

本
部
の
２
０
２
３
秋
期
確
定

闘
争
中
間
総
括
と
２
０
２
４

春
闘
方
針
の
討
議
案
に
つ
い

て
提
案
。
そ
の
場
で
補
強
意

見
を
受
け
る
と
と
も
に
、
単

組
で
の
議
論
を
喚
起
す
る
た

め
、
組
織
討
議
に
付
し
た
。

　

集
会
で
は
、
連
合
福
島
・

諸
橋
誠
敏
事
務
局
長
か
ら

『
連
合
福
島
に
お
け
る
春
闘
の

取
り
組
み
』、
自
治
労
本
部
・

八
巻
由
美
総
合
企
画
総
務
局

長
か
ら
『
２
０
２
４
自
治
労

春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
』
と
の
演

題
で
講
演
を
頂
い
た
。

　

分
科
会
は
「
賃
金
・
労
働

条
件
」、「
高
齢
層
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
と
組
織
化
」、

「
自
治
労
共
済
の
推
進
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
々
、
県
本
部

か
ら
の
基
調
提
起
等
を
受
け

た
後
、
単
組
の
実
情
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

１
泊
２
日
の
討
論
集
会
は

４
年
ぶ
り
。
初
日
の
夜
に
は

懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
下
で
は
制
限
さ
れ
て

き
た
交
流
も
図
ら
れ
た
。
今

次
集
会
を
契
機
に
、県
本
部・

単
組
が
一
丸
と
な
っ
て
春
闘

勝
利
に
向
け
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
た
。

第
一
分
科
会

　
「
賃
金
・
労
働
条
件
」
の
分

科
会
で
は
、
モ
デ
ル
賃
金
、

中
途
採
用
者
の
処
遇
改
善
、

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
の
３
点
に
つ
い
て
、

県
本
部
か
ら
基
調
提
起
を

行
っ
た
。
特
に
カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
近
年
公

務
職
場
で
も
認
識
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
の

対
策
と
し
名
札
を
フ
ル
ネ
ー

ム
か
ら
苗
字
の
み
に
す
る
な

ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

各
単
組
か
ら
は
、
単
組
が

抱
え
る
喫
緊
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
特
に
、

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、

県
職
員
同
等
の
初
任
給
格
付

け
へ
の
改
善
で
、
県
内
市
町

村
単
組
の
多
く
が
県
職
員
よ

り
初
任
給
が
４
号
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。
自
治
体
職
員

採
用
試
験
の
応
募
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
で
、
入
口
賃

金
の
改
善
は
必
須
で
あ
り
、

全
単
組
で
県
職
連
合
同
等
の

初
任
給
格
付
け
を
目
指
す
こ

と
を
確
認
し
た
。

第
二
分
科
会

　
「
高
齢
層
職
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
と
組
織
化
」
に
つ

い
て
触
れ
た
第
二
分
科
会
で

は
、
特
に
今
年
度
末
に
迫
る

定
年
延
長
に
あ
た
り
、
最
低

で
も
60
歳
超
の
賃
金
格
付
け

に
つ
い
て
決
着
し
て
い
な
い

単
組
は
早
急
に
交
渉
の
追
い

上
げ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
再

任
用
職
員
と
合
わ
せ
高
齢
層

職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
定
年
延
長
職
員
の

組
織
化
に
向
け
て
は
初
年
度

の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

こ
と
、
処
遇
改
善
に
あ
た
っ

て
は
当
事
者
の
運
動
へ
の
参

加
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
つ
い
て
も
共
有
を
図

り
、
ヤ
マ
場
に
向
け
取
り
組

　

県
本
部
は
、
１
月
12
～
13
日
の
日
程
で
２
０
２
４
春
闘
討
論
集
会
を
磐
梯
熱
海
で
開
催
し
、
春
闘
方
針

（
討
議
案
）
等
に
対
す
る
意
見
集
約
を
行
っ
た
。
春
闘
方
針
は
、
組
織
討
議
に
付
さ
れ
、
２
月
７
日
の
臨
時

大
会
で
決
定
す
る
。
集
会
に
は
37
単
組
１
２
８
人
が
参
加
し
た
。

2024
春闘討論
集会

～
あ
な
た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
～

２
０
２
４
春
闘
方
針
を
組
織
討
議
へ

県本部第114回臨時大会
日時：2024年２月７日（水）10：00～
会場：福島市「ホテル福島グリーンパレス」
議案：県本部2024春闘方針（案）、2023秋

期確定闘争の中間総括（案） ほか

　

自
治
労
に
と
っ
て
春
闘
は
、

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者

の
賃
金
改
善
と
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
確
立
の
た
め

の
政
策
・
制
度
の
実
現
と
、

地
域
労
働
者
全
体
の
生
活
環

境
の
底
上
げ
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
も
公
共
サ
ー

ビ
ス
拡
充
の
必
要
性
や
意
義

を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

県
本
部
は
本
部
方
針
に
基
づ

き
今
年
も
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
３
月

６
日
に
福
島
市
内
で
街
頭
ア

ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
、
今
回

の
取
り
組
み
趣
旨
な
ど
に
つ

い
て
市
民
に
直
接
訴
え
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
で
は
街

宣
チ
ラ
シ
も
配
布
し
ま
す
が
、

こ
の
街
宣
チ
ラ
シ
に
用
い
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
実
施
内
容
の
詳
細
は
、

左
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
が
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
直
接
応
募
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
春
闘
期
を
盛
り
上
げ

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
勢
の
皆
様
方
か

ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す

能登半島地震「災害特別カンパ」
にご協力ください

　2024年１月１日に発災した能登半島地震
は、石川県能登地方を中心に、富山県、新
潟県など広域にわたる被害をもたらしてい
ます。
　お亡くなりになられた方のご冥福をお祈
りしますとともに、被災された方にお見舞
いを申し上げます。
　自治労は、被災された組合員をはじめと
する被災者支援のための「災害特別カンパ」
を実施しております。
　各単組から依頼があった際には、是非、
ご協力ください。

⑴　対象　すべての自治労組合員
⑵　金額　任意「組合員一人500円以上（目標）」

※詳細はご自分の所属する単組にお尋ねください。

2024春闘討論集会では春闘方針に対する補強意見が多く寄せられた

第１分科会　賃金・労働条件

第３分科会　自治労共済の推進

第２分科会　高齢層職員の賃金・労働条件と組織化

※本文中に記載されている「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

「公共サービスにもっと投資を！」
キャッチコピーの募集について

１．応募資格
　①自治労組合員、全消協会員のいずれか
であること

　②個人または組合および組合の内部組織
（青年部・女性部・各種評議会等）での
応募とすること。

２．応募方法
　　以下の応募フォームにご登録をお願いします。
　　https://jichiro.form.kintoneapp.com/public/24syunto
　　なお、右下のQRコードでも応募フォームにアクセスします。
　※昨年の大賞作品
　　「人が紡ぐ　人が育てる
　　　　　　　公共サービス」
３．募集締切
　　２月９日（金）
４．各賞について
　　大　賞：商品券５万円＋チラシキャッチコピー採用
　　準大賞：商品券１万円
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　「好きな食べ物は？」と聞かれたら、私は迷わず「インドカレー」
と答える。きっかけは、十数年前。スパイスに興味を持ったこと
だった。スパイスの宝庫といえば、インド！思い立ったら即行動。
一人インドへ向かった。
　インドは生命力に溢れた国だ。かの有名なタージマハルやジャ
イプルのハワー・マハルなどへ行き、そしてガンジス川の沐浴を
体験した。（今の私なら絶対にしない。危険な汚さと流れの速さ
だ。）露店でサリーを仕立て、ホテルの従業員に着付けを習った。
驚いたことは、神聖な動物である牛が道端にたくさんいたこと。
高速道路で牛が飛び出し、現地のドライバーがハンドルを切った
ときは死ぬかと思ったと同時に、高速道路を威風堂々と渡る牛の
光景に神々しいとすら思えた。
　インドから帰国後ほどなくして、カレーが恋しくなった私は、
パキスタン人の友人が営むインドカレー屋さんに足繁く通うよう
になった。私のおすすめのカレーは「サグ（ほうれん草）」と「ダ
ル（豆）」。できればナンじゃなく「ロティ（薄焼きパン）」を頼み
たい。インドではロティが主である。そしてインドカレーを食べ
に行ったときの楽しみのひとつ、レジ横に置いてあるお口直しの
フェンネル。フェンネルには清涼感のほかに消化促進作用、整腸
作用等がある。スパイスとフェンネルの効果か、インドカレーを
食べると胃腸の調子が良くなる。どうやら私と相性がいいようだ。
　これを書いていたら、インドカレーが食べたくなってきた。食
べたくなったら即行動。これこそ人生を楽しむ秘訣かもしれない。

県南総支部事務局長

草野　文恵
（須賀川市職労）

〜 私の名刺⑥ 〜

「魅惑のインドカレーとの出会い」

　

県
本
部
は
２
０
２
４
春
闘

討
論
集
会
で
、
県
本
部
２
０

２
３
秋
期
確
定
闘
争
中
間
総

括
の
討
議
案
を
示
し
た
。
こ

れ
は
各
単
組
の
確
定
闘
争
の

取
り
組
み
結
果
を
調
査
し
、

ま
と
め
た
も
の
。
調
査
票
の

回
収
状
況
は
全
75
単
組
中
66

単
組
と
な
っ
て
い
る
。
確
定

闘
争
で
要
求
書
を
提
出
し
た

単
組
は
統
一
要
求
書
、
独
自

要
求
書
の
両
方
、
ま
た
は
い

ず
れ
か
を
提
出
し
た
単
組
で

全
75
単
組
中
51
単
組
68
％
に

留
ま
っ
た
。
ま
た
、
労
使
交

渉
を
実
施
し
た
の
が
、
39
単

組
52
％
、「
妥
結
」
に
至
っ

た
の
は
28
単
組
37
・
３
％
、

妥
結
結
果
の
書
面
化
は
17
単

組
22
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

本
部
で
集
約
し
た
全
国
の
調

査
結
果
と
の
比
較
な
ど
も
含

め
、
今
後
、
数
字
を
分
析
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
要

求
書
の
提
出
に
関
し
て
は
春

闘
期
と
確
定
期
の
ど
ち
ら
か

一
方
と
し
て
い
る
単
組
も
い

く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。

交
渉
サ
イ
ク
ル
確
立
に
向
け

全
単
組
で
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
要
求
前
進
の
結

果
に
つ
い
て
は
自
治
体
単
組

53
単
組
に
絞
る
が
、
賃
金
改

定
に
つ
い
て
は
調
査
票
の
提

出
の
あ
っ
た
自
治
体
単
組
の

す
べ
て
に
お
い
て
、
県
人
事

委
員
会
勧
告
準
拠
で
月
例

給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ

を
勝
ち
取
っ
て
お
り
、
恐
ら

く
は
報
告
の
な
か
っ
た
単
組

で
も
同
様
の
状
況
と
み
ら
れ

る
。
一
方
で
、
年
内
差
額
支

給
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
が
会
津
総
支
部
管
内

５
単
組
か
ら
報
告
が
あ
り
、

要
因
は
議
会
日
程
や
シ
ス
テ

ム
の
不
具
合
と
な
っ
て
い
る

が
、
遺
憾
な
結
果
で
あ
る
と

受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
次
確
定
闘
争
で
大
き
な

焦
点
と
な
っ
た
会
計
年
度
任

用
職
員
の
遡
及
改
定
に
つ
い

て
は
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
、
県

人
事
委
員
会
勧
告
準
拠
の
２

０
２
３
年
４
月
へ
の
遡
及
も

含
め
た
月
例
給
の
引
上
げ
改

定
は
37
単
組
69
・
８
％
、
そ

れ
以
外
に
は
２
０
２
４
年
１

月
改
定
２
単
組
、
２
０
２
４

年
４
月
改
定
８
単
組
、
改
定

な
し
１
単
組
と
の
集
約
結
果

に
な
っ
た
。
本
部
の
調
査
で

は
遡
及
改
定
は
全
国
的
に
引

き
上
げ
単
組
の
60
％
程
度
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
県
内
は

そ
れ
よ
り
は
よ
い
状
態
で
あ

る
も
の
の
、
勧
告
が
出
さ
れ

な
が
ら
も
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
が
い
ま
ひ
と

つ
進
ま
な
い
状
況
は
大
き
な

課
題
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
。
会
計
年
度
任
用
職
員

に
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る

よ
う
に
す
る
条
例
改
正
に
つ

い
て
は
「
12
月
議
会
」「
３

月
議
会
」
で
42
単
組
が
条
例

改
正
案
を
提
案
す
る
と
し
て

お
り
、「
現
在
協
議
中
」
と

し
た
単
組
も
含
め
、
概
ね
３

月
議
会
ま
で
に
は
条
例
改
正

が
進
ん
で
い
く
も
の
と
見
ら

れ
る
。

　

県
本
部
で
は
、
こ
の
討
議

案
に
補
強
意
見
等
を
加
味

し
、
改
め
て
中
間
総
括
案
を

臨
時
大
会
で
提
案
す
る
。

２
０
２
３
確
定
闘
争
中
間
総
括
討
議
案

会
計
年
度
任
用
職
員
の
改
定
対
応
に
バ
ラ
つ
き

～
自
治
労
共
済
・
団
体
生
命
共
済
～

加
入
率
80
％
達
成
・
組
織
加
入
県
復
活
へ
！

　

自
治
労
共
済
の
基
幹
制
度

で
あ
る
団
体
生
命
共
済
は
、

組
合
員
数
に
対
す
る
加
入
率

で
80
％
を
到
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
組
織
加
入
県
と
位

置
付
け
ら
れ
「
非
通
常
就
業

者
の
共
済
加
入
」
や
「
例
月

加
入
」
と
い
っ
た
特
典
が
得

ら
れ
ま
す
。
福
島
県
本
部
は

２
０
２
０
年
ま
で
県
全
体
で

加
入
率
80
％
を
達
成
し
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０

２
１
年
に
80
％
切
り
、
現
在

は
３
年
の
猶
予
期
間
の
中
で

組
織
加
入
み
な
し
県
と
し
て

こ
れ
ら
の
特
典
が
継
続
さ
れ

て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

県
本
部
・
県
支
部
は
、
組

織
加
入
み
な
し
県
と
な
っ
て

以
降
、
組
織
加
入
県
復
活
を

最
重
点
課
題
と
し
て
、
団
体

生
命
共
済
の
加
入
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０

２
１
年
、
２
０
２
２
年
は
継

続
募
集
の
結
果
で
加
入
率

80
％
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
追
加
取
り
組
み
を

行
っ
た
も
の
の
組
織
加
入
県

復
活
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
「
組
織
加
入
県
」
か
ら
外

れ
る
と
、
各
単
組
の
加
入
率

が
80
％
を
超
え
て
い
る
か
ど

う
か
で
「
非
通
常
就
業
者

（
組
合
員
本
人
）
の
最
低
保

障
額
に
加
入
可
」
の
特
典

は
、
単
組
毎
に
判
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
内
の

半
数
以
上
の
単
組
は
、「
加

入
率
80
％
未
満
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
単
組
組

合
員
で
健
康
告
知
区
分
が
非

通
常
就
業
者
と
な
る
方
は
、

新
規
加
入
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
さ
に
「
た
す
け
あ

い
の
共
済
」
の
根
幹
が
崩
れ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
状
況
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

県
本
部
・
県
支
部
は
こ
の

間
、
各
単
組
に
対
し
オ
ル

グ
・
単
代
会
議
等
で
、
学
習

会
、
学
習
会
後
の
個
別
対
応

等
の
開
催
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
加
入
率
80
％
未
満
の

単
組
に
は
80
％
到
達
と
な
る

具
体
的
目
標
数
の
設
定
、
加

入
率
80
％
以
上
の
単
組
に
は

未
加
入
者
対
策
を
要
請
し
、

単
組
執
行
部
と
の
危
機
意
識

の
共
有
化
を
は
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
継
続
募
集

後
の
加
入
率
が
２
０
２
４
年

10
月
の
加
入
率
と
な
る
こ
と

か
ら
、
２
０
２
３
年
の
継
続

募
集
が
最
大
の
正
念
場
と
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
、
加
入

率
79
・
78
％
と
80
％
に
わ
ず

か
に
36
件
足
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
各

単
組
へ
例
月
加
入
で
の
取
り

組
み
と
「
継
続
募
集
後
の
追

加
取
り
組
み
」
を
提
案
し
、

最
後
の
追
い
上
げ
を
図
り
ま

し
た
。

　

結
果
こ
の
追
加
取
り
組
み

で
、
福
島
県
職
連
合
の
45
件

の
新
規
加
入
を
は
じ
め
、
全

体
で
87
件
の
新
規
加
入
を
得

ま
し
た
。
11
月
～
１
月
の
解

約
32
件
を
差
し
引
い
て
も
純

増
55
件
と
な
り
、
加
入
件
数

１
２
，
８
４
６
件
、
加
入
率

80
・
10
％
を
達
成
。
組
織
加

入
県
復
活
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
各

単
組
の
共
済
推
進
の
取
り
組

み
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
組
織
加
入
県

維
持
の
た
め
、
引
き
続
き
の

加
入
推
進
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

組合員数（2023年６月１日現在）� 16,037人

団体生命共済加入件数【本人】� 12,846人
（2024年２月発効）

団体生命共済加入率� 80.10％


